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（仮称）野鳥公園に係る「基本計画（整備プラン）」（案）のパブリック・コメント結果について 

 

１． 基本計画（整備プラン）策定の流れについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 意見募集の実施結果について 

 

（１）．目的 

（仮称）野鳥公園基本計画（整備プラン）を策定するにあたり，市民の意見を反映させ

るため，パブリック・コメント手続きによって意見募集を行い，あわせて，当該公園の

整備の基本方針を踏まえた名称についても市民等から募集を行ったもの。 

 

（２）．募集期間 

平成 27年 3月 2日～3月 31日（30日間） 

 

（３）．実施方法 

①素案の公表方法 

    下記の場所での閲覧・配布を行うとともに，香椎照葉の住民（約２，０００戸）への

配布やアイランドシティで行われたイベントでの広報活動等を行い，福岡市ホームペー

ジ・市政だよりにおいて公表。 

＜閲覧・配布場所＞ 

   港湾局事業計画課，情報プラザ，情報公開室，各区役所，入部出張所，西部出張所

など 
 

②意見・名称の提出方法 

    閲覧・配布場所等での意見提出用紙の提出のほか，持参，郵送，FAX，電子メールに

より意見を受付。 

 

（４）．意見・公園名称の提出状況 

素案への意見 １３８名   ７３７件 （アンケート意見 566 件，自由意見 171 件）  

公園名称   ３４６名   ７０８件 

 
 

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度以降

野鳥公園

ラウンジカフェ

〔H24～H25年度（計8回）〕

野鳥公園整備に

関する検討委員会

〔H25～H26年度（計5回）〕

2月
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）
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備
プ
ラ
ン
）
策
定

基
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階
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（５）．アンケートの結果 

問１．重要だと思う施設は何か（複数可）  問２．公園づくりや維持管理，企画運営に参加したいか 

 

 

 

 

 
 

（６）．自由意見の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（７）．主な意見 

Ⅰ 野鳥公園の位置づけとこれまでの経緯  ・・・２件 

Ⅱ エコパークゾーンにおけるこれまでの取組みと今後の課題  ・・・４件 

Ⅲ 野鳥公園で保全すべき鳥類  ・・・２件 

Ⅳ 野鳥公園ラウンジカフェの成果  ・・・３件 

 

Ⅴ 整備の基本方針  ・・・４０件 

・人と自然が共に成長し続けるエコパークゾーンとの機能分担・連携の考えを基本に公園を 

整備，運営してほしい。 

・子供たちが自然や生物と触れ合うことのできる公園を希望します。 

・人の手を加えた場所を作るより，最低限のものを作り自然の遷移にまかせた場所が市内にあ

るとよい。 

・性格が違う「環境学習の場」と「ピクニックや遠足などの場」を共存させながら，多様な利

用形態がコントロールできるか心配である。 

・「野鳥だけの公園」，「野鳥好きのためだけの公園」になってほしくない。いろんな人がたくさ

ん来てくれる場所になってほしい。 

・身近に生き物が感じられ，自然に親しむ空間が整備されることにより，市民が親しみやすい

博多港のイメージを構築してほしい。 

・国内外からも環境に配慮した公園づくりとして参考モデルなるように整備してほしい。 

約９割

件 数 割　合

2件 1%

4件 2%

2件 1%

3件 2%

40件 24%

79件 46%

26件 15%

1件 1%

1件 1%

13件 7%

171件 100%

〔参考〕「野鳥公園整備に関する検討委員会について」

その他

合計

種　　　別
Ⅰ．野鳥公園の位置づけと，これまでの経緯

Ⅱ．エコパークゾーンにおけるこれまでの取組み

Ⅲ．野鳥公園で保全すべき鳥類

Ⅳ．野鳥公園ラウンジカフェの成果

Ⅴ．整備の基本方針

Ⅵ．基本整備計画

Ⅶ．管理運営

Ⅷ．事業スケジュール
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・海の自然を学ぶゾーンは，生きものと触れ合うことで自然の大切さが学べるような場所にし

てもらいたい。 

・自然を楽しむゾーンは，遊歩道をレンガのような舗装にして一日散策しても飽きないような

公園になってほしい。 
 

Ⅵ 基本整備計画  ・・・７９件 

・アイランドシティは平坦で全体を見られる場所がないので，海や街が見られる築山は良い。

・湿地について浄化機能がないと汚れていくと思うが，浄化機能や循環は計画されているのか。

・アマモ場は，海の生き物の観察場所として面白そうなので，是非，実現してほしい。 

・石組みは，アマモ場同様，生物の生活環境創造もかねて設置する方が良い。 

・アイランドシティ中央公園からグリーンベルトを通り，連続してつながる工夫がほしい。 

・野鳥との共存部分と一般の回遊部分とのすみ分けがしっかりできればよりよい空間が整備さ

れるのではないか。 

・植栽樹木においては，できるだけ郷土種に配慮してほしい。自然の成長に委ねる部分におい

ても外来種，特定外来種等を駆除し，外来種の問題も利用者に訴えてほしい。 

・多くの市民，又多くの市外の人も利用できる施設として，駐車場を充実してほしい。 

・ガイダンスセンターの整備や機能については，特に子ども達が毎年利用して，楽しく学習で

きるものにしてほしい。 

・大濠公園のように，コーヒーショップや飲食店があると一日ゆったりと過ごすことができる。

・小さな子どもがいるので，授乳スペースがあると公園に行きやすいと思う。 

・障がいを持った子ども達にも，自然教育が感じられるような野鳥公園とし，ガイダンスセン

ター内設備や野外のサインに障がい者対応の施設を追加してほしい。 

・夜間など不審者及び滞在者がいつかないようにパトロールなど強化してほしい。 
 

Ⅶ 管理運営  ・・・２６件 

・本公園の関わり方としては，住民本位であるべきであり，住民が受け手であってはならない。

NPOや行政がサポートする立場であることが重要。 

・自然の整備，管理は計画通りにいかないことが多いと思いますので，柔軟に対応できる順応

的管理手法の考え方は実情に沿った素晴らしいものだと思う。 

・管理運営に持続可能な仕組みづくりの視点がいる。 

・定期的に自然を楽しむ散策やイベントなどを開催し，市民の交流の場としてほしい 
 

Ⅶ 事業スケジュール・参考  ・・・２件 

・広場やガイダンスセンター，利便施設を早い段階で整備してほしい。 
 

その他・・・１３件 

※ 計画案に直接関係ない意見，計画案に対する賛成若しくは単なる反対を示しただけの意見 
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（８）．意見への対応状況 

ア．意見の趣旨を踏まえ原案を修正するもの・・・１５件 

  ＜主な修正内容＞ 

○基本整備計画 

・自然環境に配慮し，バリアフリーやユニバーサルデザインを考慮しながら整備を進める

ことを追記 

・アイランドシティ中央公園との比較図面を追加 

・浅場に設置する石組みについて，様々な海洋生物の生息環境が創出されるよう努めるこ

とを追記。 

○管理運営 

・持続可能な管理運営の仕組みづくりについて追記。 

○読み方が難しい用語にふりがなを追記   

 

イ． 原案どおりのもの・・・８８件 

・具体な検討を行う中で参考とするもの  ６７件 

・アイランドシティ全体の事業計画の検討で参考とするもの １１件 

・エコパークゾーンの取組みの検討で参考とするもの 等 １０件 
 

ウ．意見の趣旨が既に記述してあるもの・・・５５件 
 

エ．その他計画案に直接関係ない意見等・・・１３件  

計１７１件 



「野鳥公園ラウンジカフェ」
ｱ （H24～25年度に８回開催）

⇒ 市民との対話（延べ321人が参加）

「野鳥公園整備に関する検討委員会」
（H25～26年度に５回開催）

⇒ 専門的見地からの意見・助言

基本コンセプト，活動プラン 整備プラン

平成元年 港湾計画改訂
・和白干潟等の自然環境保全のため，埋立計画を島形式に変更

平成4年 アイランドシティ基本計画
・アイランドシティにおける野鳥公園の整備と，エコパークゾーンを位置づけ

平成9年 エコパークゾーン整備基本計画
・有識者からの助言を踏まえ，エコパークゾーンで実施すべき環境保全創造施策をとりまとめ

平成18年 福岡市野鳥公園基本構想
・有識者等から，野鳥公園の基本的な方向性について市長へ提言

平成22年 エコパークゾーン環境保全創造計画
・有識者等から，エコパークゾーンで今後講ずべき施策について提言

平成24年度～ 基本計画策定に向けた検討

（仮称）野鳥公園基本計画（整備プラン）（案） 〔概要版〕

２．これまでの取組み

３．整備の基本方針

『成長する野鳥公園』
～人と自然が共に成長し続けるために～

①エコパークゾーンとの一体的な整備
野鳥公園とエコパークゾーンの機能分担・連携

②「みんなで関わる」を実践する場所
市民参加型の公園づくり

③自然の成長を促す段階的な整備
基礎となる整備を行い，自然の成長を活かす順応的管理手法を導入

（２）基本コンセプト

（３）整備の基本的な考え方

（１）野鳥公園の目指す姿（目標像）

（１）主な検討経緯

（２）エコパークゾーンにおける主な取組み

【環境の保全・創造】

①渡り鳥が利用する場

主としてシギ・チドリ類の休息場となることを目指します。

②エコパークゾーンの豊かな自然を実感できる場

エコパークゾーンで保全・創造された豊かな自然を目の前で実感できる場となることを目指します。

【市民の交流・学習】

③身近に自然とふれあえる場

身近に自然とふれあい，憩いや安らぎを享受できる貴重な空間として，多くの市民が利用する
場となることを目指します。

④環境学習の拠点

市民が，長年にわたるエコパークゾーンの取組みなどを，気軽に学び・体験できる環境学習の
拠点となることを目指します。

【様々な活動の連携】

⑤多様な主体が関わる場

市民や企業，ＮＰＯなど，多様な主体が集い，連携して野鳥公園の成長に向け，取り組む場となる
ことを目指します。

環境の保全・創造エコパークゾーン（約550ha）における取組み

交流・学習市民活動

人と自然との共生を象徴する空間野鳥公園（約12ha）

自然との
身近なふれあい

環境学習の拠点
多様な生物の

生息環境の創出

野鳥公園を含むエコパークゾーンは，１５０万の人口を抱える都心近くにありながら，豊かな自然

環境が存在する貴重な空間であり，人と自然との共生を象徴する空間として整備します。

１．野鳥公園とは

福岡市は，博多湾東部におけるアイランドシティ周辺の海域・海岸
域（約550ha）を「エコパークゾーン」と位置づけ，自然環境の保全・創
造，地域の生活環境向上に向けて様々な施策を展開しています。

野鳥公園（約12ha）は，エコパークゾーンの中心に位置し，和白干
潟や海域等と機能分担しながら，人と自然との共生を象徴する空間
として整備を行います。

エコパークゾーン

野鳥公園

アイランドシティ

海底に堆積した泥を良質な砂
で覆う「覆砂」や，海底に水の通り
道となる溝を掘る「作澪」など，水
質・底質の改善を実施しました。

海中に酸素を放出するとともに，
魚介類の産卵場や生息場になる
アマモ場を造成し，生きもののす
みやすい環境を創出しました。

市民が身近に海を感じら
れる遊歩道や，生きものに配
慮した護岸等の整備を実施
しました。

親水性をもたせた海岸
（香住ヶ丘地区）

覆砂，作澪による水・底質改善
（御島海域）

造成したアマモ場とコウイカの卵
（和白，御島海域）

○覆砂，作澪 ○アマモ場造成 ○海岸等整備

和白海域

御島海域

エコパークゾーン

ふくさ さくれい

さくれい

ふくさ

ふくさ さくれい
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（仮称）野鳥公園基本計画（整備プラン）（素案） 〔概要版〕

６．成長する野鳥公園の実現に向けて ～管理運営～

（１）みんなで関わる野鳥公園

清掃活動

＜イメージ＞

○魅力的な野鳥公園をつくり，育てていくためには，市民やNPO，企業等の多様な主体と連携し，
○持続可能な管理運営の仕組みづくりが必要です。

（２）順応的管理手法の導入

○野鳥公園の一部エリアでは，基礎となる整備を行ったうえで，野鳥の飛来状況や自然の成長等
○をモニタリングしながら，自然の成長を活かす「順応的管理手法」を導入します。

○有識者等から助言を受けながら整備効果の検証を行い，管理方法の見直しや，必要に応じて
○施設の改良を行います。

アマモシート製作 野鳥観察会 環境学習

（３）身近な環境学習の拠点づくり

○150万都市に存在するエコパークゾーンの豊かな自然を，市民が体感できるよう，魅力ある
○環境学習プログラムやイベント等を充実していきます。

○企画運営にあたっては，エコパークゾーン全体の活動と一体となった取組みが必要です。

○アイランドシティ中央公園やグリーンベルトなど，周辺緑地と連携した企画運営を検討します。

助言
有識者

改

良

計
画
・設
計

整

備

市民

NPO

等
連携

【順応的管理】

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

管

理

（管理方法の見直し）

・周辺緑地
（アイランドシティ中央公園，
（グリーンベルト等）

・エコーパークゾーン
・における取組み

野鳥公園

市民

ＮＰＯ

企業

有識者

共働

企画運営

維持管理
（順応的管理手法の導入）

７．成長する野鳥公園の実現に向けて ～事業手法～

（１）段階的な整備

（２）市民参加，民間活力の導入

市民による植樹

＜イメージ＞

利便施設

※ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ(福岡大濠公園店)HPより

自然の成長を
学ぶゾーン

自然を楽しむ
ゾーン

海の自然を学ぶゾーン

海辺に親しむゾーン

ガイダンスセンター

※山口県立きらら浜自然観察公園HPより

○最初に着手する「身近に生きものを感じられる空間」については，はじめから全てをつくり込まず，
○順応的管理手法により，成長させていきます。

○次に，「自然に親しむ空間」について，道路などの周辺基盤整備等に合わせながら，順次
○整備・供用していきます。

○ガイダンスセンターについては，野鳥の飛来状況や自然の成長，公園の利用状況等を見極め
○ながら，整備時期や施設規模等について検討します。

連携

＜順応的管理のイメージ＞

＜野鳥公園の管理運営イメージ＞

＜ゾーニング図＞

ステップ① ステップ② ステップ③

自然の成長を
学ぶゾーン

海の自然を学ぶ
ゾーン

海辺に親しむ
ゾーン

自然を楽しむ
ゾーン

・野鳥観察会
・生きもの観察会
・市民による植樹

・眺望（ピクニック）
・家族での散策
・周辺小学校の遠足

・野鳥に関する講演会
・ボランティア養成講座
・管理運営に関する集会

　　実現する活動
　　プランの例
　　（ラウンジカフェの成果）

ゾーン
（概ね10年間）

湿地

広場，築山

外周緑地

石組み，浅場

ガイダンスセンター

成 長
※順応的管理

身
近
に
生
き
も
の
を

感
じ
ら
れ
る
空
間

自
然
に
親
し
む
空
間

＜段階的整備のイメージ＞

H25年度 H26年度

野鳥公園
ラウンジカフェ

市
民
意
見
募
集

野
鳥
公
園
基
本
計
画

（
整
備
プ
ラ
ン
）素
案

野鳥公園整備に
関する検討委員会

野
鳥
公
園
基
本
計
画

（
整
備
プ
ラ
ン
）
策
定

H28年度～

段階的に整備

H27年度

８．今後のスケジュール

基本設計

○野鳥や環境に対する市民の関心を高めるため，整備段階からの市民参加を図るとともに，ガイダ
○ンスセンターの整備や，カフェ等の利便施設の導入にあたっては，民間活力の導入を検討します。
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